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現
代
日
本
の

階

級

構

成

ー
ー
そ
の
統
計
に
よ
る
研
究
の
た
め
に
|
|

大

橋

l俸

主主
，~罫

主

え

が

き

一
、
況
代
社
会
学
り
階
層
諭
の
立
義
と
性
格
(
以
上
本
号
〕

一
、
マ
ル
グ
ス
主
義
階
拙
論
L

乙隆一
U
主
義
陣
級
論

一
一
一
、
階
級
O
理
論
的
規
定
と
技
術
的
組
定

問
、
別
代
日
本
の
階
級
桝
成

五
、
附
枇
構
成
変
化
目
方
向

む

す

び

ま

> 
え

iJ~ 

き

一
九
六
四
年
八
月
、
北
京
に

b
w
て
、
中
国
科
学
技
術
協
会
と
世
界
科
学
者
連
盟
北
京
セ
ン
タ
ー
の
共
同
主
催
で
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ

リ
カ
、
フ
テ
γ
ア
メ
リ
カ
、
大
洋
州
地
域
の
諸
国
白
科
学
者
が
集
っ

τ、
「
北
京
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
〈
乙
と
と
な
っ
た
。
モ

白
準
備
会
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
(
一
九
六
三
年
九
月
)
に
は
、

「
会
議
出
席
者
心
庄
倒
的
大
多
数
は
、
帝
函
主
義
と
植
民
地
主
義
が
、

ア
シ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、

ラ
テ

γ
ア
メ
リ
カ
地
域
の
科
学
文
化
目
立
ち
お
く
れ
山
主
要
左
根
源
で
あ
り
、
民
族
解
放
運
動
心
主
要
な
障
害
で
あ
り
、

相
世
代
日
本
の
階
組
惜
成

第
九
J
l
三
巻

ガ
互王

第



現
代
日
本
白
階
融
構
成

第
九
十
士
一
巻

五
フて

第

号

世
界
平
和
に
と
づ
て
重
大
な
脅
威
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
科
学
者
の
社
会
的
責
任
に
か
ん
が
み
、
会
議
出
席
者
の
圧
倒
的
大
多
数
は
、

科
学
者
が
民
族
独
立
を
か
ち
と
り
擁
護
す
る
こ
と
に
努
力
し
た
け
れ
ば
、

こ
れ
ら
白
地
域
白
科
学
事
業
は
発
展
で
き
た
い
こ
と
を
認
め

た」

(
準
備
会
議
コ
ミ
ユ
ケ
)
と
し
て
い
る
。

こ
の

γ
γ
ポ
ジ
ウ
ム
の
基
本
精
神
は
、
世
界
科
学
者
連
盟
の
「
科
学
者
憲
章
」
の
精
神
世
、
国
際
社
会
に
沿
い
て
抑
圧
さ
れ
収
奪
さ

れ
て
い
る
諸
民
族
の
科
学
者
の
立
場
に
お
い
て
明
確
化
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
考
え

b
れ
る
。
と
こ
ろ
が
日
本
は
周
知
白
ご
と
く
、
敗

戦
前
は
国
際
社
会
に
沿
い

τ、
帝
国
主
義
と
植
民
地
主
義
白
側
に
あ
り
、
そ
の
国
民
社
会
は
、
皇
族
を
頂
点
に
未
解
放
部
落
民
と
刺
鮮

人
を
底
辺
に
も
つ
、
抑
圧
と
収
奪
の
体
制
で
あ
っ
た
。
敗
戦
後
に
沿
け
る
日
本
白
国
際
社
会
に
お
け
る
位
置
は
変
化
し
た
が
、
皇
族
を

頂
点
と
し
未
解
放
部
落
民
と
朝
鮮
人
を
底
辺
と
す
る
そ
の
差
別
構
造
は
、
本
質
的
に
は
変
化
し
て
い
な
い
側
-
由
を
も
っ
て
い
る
。

本
稿
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
現
代
日
本
の
階
級
構
成
の
統
計
に
よ
る
研
究
で
あ
る
が
、
白
木
社
会
白
底
に
あ
る
、
六
干
の
部
落

に
散
在
し
て
身
分
的
差
別
を
う
け
、
非
人
間
的
な
貧
筋
と
屈
辱
に
耐
え
て
い
る
三
百
万
の
未
解
放
部
落
民
と
、
民
族
的
お
よ
び
政
治
的

た
二
重
の
莱
別
の
下
に
、
モ
の
八

O
%が
半
失
業
な
い
し
失
業
状
態
に
あ
る
六

O
万
白
在
日
朝
鮮
人
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い

h
o

人
間
社
会
に
お
け
る
階
級
分
化
の
発
生
は
、
組
元
前
四
千
|
五
千
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
周
知
の
こ
と
く
階
級
社
会
モ
の
も
の
の
現

実
的
廃
止
の
端
初
は
、

一
九
一
七
年
の
ロ
ヅ
ヤ
亦
命
に
上
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
以
来
、
労
働
者
階
級
が
国
家
権
力
を
に
ぎ
っ
て
意
識
的

に
無
階
級
社
会
主
目
苦
し
て
い
る
社
会
主
義
的
国
家
群
は
、

一
九
六
四
年
の
現
在
、

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヒ
ア
述
邦
人
民
共
和
国
主
除
い

τ
一

三
ヶ
国
、
そ
の
人
口
は
世
界
人
口
の
約
三
分
の
一
を
占
め
る
一
の
億
人
主
越
え
る
に
至
っ
た
じ

日
本
に
沿
い
て
は
操
業
が
確
実
に
は
じ
古
り
、
階
級
分
牝
が
ル
生
じ
た
り
は
紀
元
前
二
百

l
三
百
年
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
白
階
級
対

立
の
性
格
、
形
態
、
変
化
は
日
本
史
家
に
ゆ
ず
り
、
本
稿
で
は
一
九
六

0
年
代
主
中
心
と
し
て
、
現
代
円
本

ω
階
級
構
成
白
性
格
、
形



態
、
変
化
の
方
向
、
を
考
w
訴
す
む
こ
と
に
し
た
い
ο

現
代
日
本
の
諸
階
級
の
具
体
的
存
在
形
態
の
研
究
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
政
治
経
済
学
の
重
要
研
究
課
題
の
一
つ
一
で
あ
る
が
、
経
済

学
は
一
般
に
川
崎
小
化
し
、
農
業
経
済
学
で
、
良
民
周
分
鮮
の
問
岨
閣
が
雫
要
祝
さ
れ
て
hv
る
に
す
ぎ
ず
、
資
本
主
義
社
会
の
基
本
的
階
級

で
あ
る
資
本
家
附
級
と
労
働
者
階
級
の
一
具
体
的
存
在
形
態
は
、
経
済
学
の
前
要
課
題
か

b
一
般
に
は
ず
さ
れ
て
沿
り
、
も
っ
ぱ
ら
「
社

会
学
」

D
階
級
的
拘
取
関
係
全
無
視
し
た
階
同
論
に
ま
カ
せ
き
り
で
、
日
本
経
済
の
高
度
成
瓦
を
背
景
と
し
た
大
衆
社
会
論
阜
、
新
中
同

屑
肥
大
化
論
の
流
行
を
み
る
に
主
ヮ
て
い
7

目
。
し
か
も
こ
の
階
級
的
搾
取
関
係
を
無
視
寸
る
返
代
主
義
的
階
層
論
が
、

九
六
四
年
度

か
L
実
施
さ
れ
る
高
等
学
校
の
一
倫
川
・
社
会
」
検
定
済
教
科
書
の
す
べ
て
に
ー
お
い
て
史
伝
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
沿
注
目
す
べ
き
は
一
九
六
四
年
同
月
瓦
日
か
ら
一
東
京
に
お
い
て
、
尾
高
邦
雄
氏
を
中
心
と
し
て
聞
か
れ
る
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け

る
附
級
構
造
と
附
級
移
動
」
を
テ
I

T
と
す
る
同
際
シ
ジ
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
る
。
こ
れ
は
国
際
社
会
学
会
辿
合
の
調
査
に
、
プ
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
が
抜
け
治
も
て
い
る
の
で
、
之
口
火
を
う
め
る
た
め
の
筋
歩
で
あ
る
と
い
う
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
シ

γ

ポ
ジ
ウ
ム
の
性
格
と
役
割
を
明
b
か
に
古
れ
は
た
ら
泊
が
、
り
J

」
の
出
す
で
あ
ろ
う
郭
竹
蓄
を
み
て
か

L
E
と
と
と
し
た
い
。

近
代
主
義
的
社
会
学
的
附
附
諭
は
た
し
か
に
一
門
何
度
資
本
主
義
社
会
心
表
面
的
な
現
象
整
珂
は
巧
み
で
あ
る
が
、
附
級
的
搾
取
関
係
の

本
質
を
ぼ
ヤ
か
し
、
誤
づ
た
社
会
観
に
噂
さ
易
い
。
政
治
経
済
学
の
研
究
者
が
、
社
会
時
級
の
具
体
的
存
在
形
態
と
そ
の
動
向
を
、
そ

の
木
質
的
関
係
か
b
解
明
す
る
こ
と
を
軽
視
な
い
し
放
棄
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
近
代
主
義
的
附
陶
論
が
は
び
こ
る
こ
と
は
当
然
と
考
え

L
れ
る
ω

こ

ω
ょ
う
た
状
態
を
放
置
し
て
お
い
て
よ
い
心
か
、
と
い
う
の
が
本
稿
の
問
題
意
識
で
あ
る
。

と
く
に
来
る
べ
き
一
九
七

O
年
の
日
米
安
保
条
約
の
「
存
続
」
ま
た
は
「
破
来
」
を
前
に
し
亡
、
日
本
の
諸
階
級
、
諸
階
層
が
い
か

な
る
現
状
認
識
の
下
に
、
い
か
な
る
動
向
を
一
市
し
つ
つ
あ
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
を
強
く
規
定
寸
る
経
済
的
悲
礎
条
件
は
ど
の
工
う
な
も

現
代
日
木
の
階
級
椛
成

第
九
十
三
巻

h 
七

卸J

，̂ 



現
代
日
木
の
附
級
構
成

第
九
十
三
巻

五
ノに

第
三
号

Eヨ

の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
は
い
か
に
変
り
つ
つ
一
あ
る
か
、
と
れ
ら
の
事
項
を
で
き
る
か

rり
モ
の
本
質
的
関
係
か
ら
明
確
に
し
て
烏
く

己
と
は
、
政
治
経
済
学
研
究
者
D
当
面
の
註
要
課
題
の
一
づ
で
あ
る
、
と
考
え
る
。

一
、
現
代
社
会
学
の
階
層
諭
の
志
義
と
性
格

社
会
学
史
の
し
め
す
と
こ
ろ
に
k
れ
ば
、
社
会
学
は
マ
ル
ク
ス
白
史
的
唯
物
論
白
形
成
と
同
じ
時
期
に
、

場
と
観
点
で
、
市
民
社
会
の
再
組
織
の
理
論
と
し
て
構
成
さ
れ
て
き
た
c

史
的
唯
物
論
も
社
会
学
も
、
市
民
社
会
士
、
経
済
的
な
富
力
、

政
治
的
な
権
力
、
社
会
的
な
威
信
、
の
三
点
に
か
ん
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
社
会
的
地
位
の
臭
っ
た
人
間
集
団
が
上
下
の
関
係
で
ピ
ラ
ミ
y

マ
ル
グ
ス
と
は
異
ヮ
た
立

ド
型
の
層
を
成
し
て
い
る
、
つ
ま
り
「
社
会
的
不
平
等
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
体
系
」
で
あ
る
、
と
の
感
性
的
認
識
か
ら
出
発
L
て
刷
る
。

同
知
臼
ご
と
く
日
本
D
社
会
学
界
は
戦
FM
は
も
っ
ぱ
ら
ヨ

I
ロッ。ハ

〈
主
と
し
て
独
仏
)
社
会
学
を
輸
入
し
て
い
た
が
、

敗
戦
後
の

日
本
の
社
会
学
界
は
、
他
の
諸
領
域
と
同
じ
く
、
主
要
輸
入
先
を
ア
メ
リ
カ
に
転
換
し
た
。
ア
メ
リ
刃
社
会
学
界
D
主
流
は
プ
ラ
グ
マ

テ
イ
ズ
ム
の
思
想
的
伝
統
の
も
と
に
、
現
存
支
配
体
制
を
根
底
か
ら
批
判
せ
ん
と
す
る
方
向
と
は
逆
に
、
産
業
平
政
治
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
部
門
の
支
配
層
に
奉
仕
す
る
こ
と
を
誇
り
と
し
、
そ
の
支
配
・
管
理
に
直
接
的
に
役
立
つ
知
識
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
モ
む
研
究
も
一
般
に
、
個
別
的
具
体
的
な
問
題
由
実
証
的
な
研
究
領
域
で
成
果
を
あ
げ
て
さ
た
。
も
ち
ろ
ん
蓄
積
さ
れ
た

個
別
的
な
実
証
的
諸
研
究
を
川
町
論
的
に
体
系
化
す
る

h
向
や
、
現
存
支
配
体
制
を
批
判
す
る
方
向
も
な
い
で
は
な
い
が
、
ア
メ
リ
カ
社

会
学
界
白
主
流
の
基
本
方
向
は
、
全
一
般
的
危
機
白
下
で
の
現
存
支
配
体
制
へ
の
奉
仕
と
弁
護
に
あ
る
、
と
み
る
と
と
が
で
き
ょ
う
。
己

の
よ
う
に
卑
俗
化
さ
れ
た
社
会
学
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
更
に
卑
俗
化
さ
れ
る
昨
今
の
事
態
に
は
注
目
を
要
し
よ
う
。

本
稿
に
直
接
に
関
係
を
も
っ
事
項
は
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
で
の
社
会
階
層
論
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

τは
既
に
、
野
崎
治
男
氏
の



(
付
ア
メ
リ
カ
白
社
会
階
級
班
論
に
沿
け
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
論
と
述
読
諭
の
論
争
を
中
心
と
し
て
、
同
記

述
的
カ
テ
コ
ワ
l
と
分
析
的
カ
テ
ゴ
リ
)
一
「
成
屈
の
普
通
的
必
然
性
に
か
ん
す
る
機
能
理
論
白
抽
象
性
I
l
k
-
7
1
ヴ
ィ
只
白
成
層

別
論
に
お
け
る
若
干
の
一
問
題
」
な
ど
の
紹
介
と
批
判
が
あ
る
の
で
、
己
己
で
は
、
日
本
に
治
け
る
モ
臼
受
け
入
れ
方
、
と
く
に
一
九
六

「
階
級
慨
念
の
論
明
日
的
性
格
」

四
年
度
か

b
高
等
学
校
で
使
用
さ
れ
る
「
倫
理
・
社
会
1

日
教
科
音
に
お
け
る
社
会
階
層
論
の
!I

思
議
と
目
格
士
み
る
ω

間
知
の
ご
と
く
日
本
は
一
九
四
五
年
八
月
「
ポ
ツ
タ
ム
良
吉
」
を
受
諾
し
、
連
合
国
白
保
障
占
領
下
で
、
教
育
制
度
の
大
き
た
改
革

を
う
け
た
。
そ
の
基
本
と
た
る
も
り
は
、
軍
国
主
義
的
お
よ
び
極
端
た
国
家
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
普
及
を
禁
止
す
る
一
九
四
五
年

一
O
月
二
一
一
日
付
白
連
合
国
最
高
司
令

JY総
司
令
部
の
日
本
政
府
宛
指
令
「
日
本
教
育
制
度
一
一
関
ス
ル
時
比
四
日
政
策
ニ
凶
ス
ル
件
」
で
あ

る
が
、
本
稿
に
直
接
関
係
を
も
づ
も
の
は
同
年
一
二
月
コ
二
目
白
総
司
令
ー
市
白
日
本
政
府
宛
指
令
「
修
身
、
日
本
陸
史
及
ピ
地
理
停
止

-
一
関
ス
ル
件
」
で
あ
る
。

地
別
は
一
九
四
六
年
六
月
の
党
書
「
地
埋
科
再
開
-
一
円
ノ
イ
テ
」

に
よ
り
、

日
本
歴
史
は
同
年
十
月
の
覚
書

「
日
本
歴
史
ノ
授
業
再
開
ヱ
ア
イ
テ
」
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
占
領
期
間
中
に
復
活
し
た
。
と
こ
ろ
が
「
修
身
L

教
育
は
占
領
期
に
つ

い
に
復
活
し
え
な
か
っ
た
が
、
日
本
心
支
配
属
は
服
従
道
徳
を
同
氏
大
衆
に
植
え
7
け
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
は
い
た
か
っ
た
む

た
と
え
ば
占
領
終
期
に
近
い
一
九
五
一
年
十
一
月
に
、
天
野
文
相
は
「
教
育
勅
司
巴
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
「
閏
民
道
徳
要
綱
」
の

試
案
を
山
し
、
天
皇
を
近
徳

ω中
心
に
据
え
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
己
白
よ
う
な
復
古
的
形
態
で
の
道
徳
教
育
は
世
論
の
反
対
を
う
け

実
現
し
え
な
か
っ
た
。
モ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
天
皇
臼
重
さ
を
取
し
、
こ
れ
と
愛
国
心
と

t
結
び
つ
け
て
教
有
価
値
の
中
心
部
に
据

え
よ
う
と
す
る
考
え
方
は
、
古
田
首
相
干
岡
野
、
大
達
、
市
瀬
な
ど
、
そ
の
後
の
歴
代
文
相
心
こ
と
ば
に
く
り
返
さ
れ
る
」
の
で
あ
る

が
、
つ
い
に
岸
内
閣
は
一
九
五
七
年
十
-
月
に
文
部
省
教
育
一
課
程
審
議
会
を
し
て
「
道
徳
教
育
の
時
聞
を
特
設
す
る
」
と
の
紡
論
を
出

さ
せ
た
。
そ
し
て
文
部
省
は
翌
一
九
五
八
年
に
「
小
学
校
、
中
学
校
『
道
徳
』
実
施
要
綱
」
と
「
学
習
指
導
要
領
道
徳
編
L
t
出
す
に

現
代
日
木
の
階
組
構
成

第
九
十
三
巻

五
九

第
三
号

互工



現
代

H
本
の
附
融
構
成

部
九
十
三
巻

'-ノ、
¥J 

持

ノ、

い
た
っ
た
。
な
お
一
九
六
四
年
三
刀
に
は
「
泊
徳
教
育
教
却
用
指
噂
資
料
」
約
七

O
万
部
を
全
悶
に
配
布
し
た
。

次
は
高
等
学
校
で
の
「
修
身
」
つ
ま
り
「
道
徳
教
も
日
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
九
六

O
年
三
月
日
教
育
課
程
審
議
会
臼
答
申
に
も
と

づ
き
、
結
局
は
「
倫
理
・
社
会
」
を
特
設
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

一
九
六
一
年
四
月
に
山
さ
れ
た
文
部
省
の
「
高
等
学
校
学
習
指
導

要
領
解
説
・
社
会
一
編
」
山
「
倫
瑚
・
社
会
」
山
項
で
は
次
の
ご
と
く
述
べ
ら
れ

τい
る
。

「
教
育
法
本
法
第
一
条
は
、

一
言
で
表

わ
せ
ば
、
道
徳
性
を
高
め
る
と
い
う
点
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
」

(二一。へ
i
ジ
)
と
白
解
釈
の

F
K
、
従
前
の
「
社
会
」
で
は

「倫
mm
的
領
域
は
ま
っ
た
く
指
導
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
る
よ
う
な
例
も
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
点
の
是
正
を
図
る
必
要
が
あ
ヲ

た」

(
一
二
一
ペ
ー
ジ
)
と
し
、

「
従
刷
の
寸
社
会
」
心
形
態
の
ま
ま
で
道
徳
教
育
を
い
っ
モ
う
強
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
政
治

ヤ
経
済
に
つ
い
て
白
学
習
が
倫
血
的
色
彩
に
あ
ま
り
に
染
ま
り
す
ぎ
る
と
い
う
お
モ
れ
も
あ
り
、
む
し
ろ
『
倫
相
川
・
担
会
い
と
は
一
応

切
り
放
し
た
形
態
で
政
治
キ
経
済
に
つ
い

τ学
評
さ
せ
た
ほ
う
が
、
そ
り
ね
ら
い
を
達
成
さ
せ
や
す
い
」

と
二
一
一
ペ
ー
ジ
)
と
述
べ

b
れ

τ
い
る
。
そ
り
「
ね
ら
い
」
は
細
川
人
の
絶
対
的
向
由
主
主
張
す
る

A

ブ
ル
ジ
ョ
ア
個
人
主
義
忠
怨
の
氏
伝
に
ほ
か
な
、
b
ぬ。

本
稿
に
直
接
関
係
す
る
の
は
一
両
校
教
科
書
「
倫
県
・
社
会
」
の

「
社
会
学
的
領
域
」
の
問
題
で
あ
る
が
、

「
倫
児
学
的
領
域
」

「
学
習
指
導
要
領
」
で
は
、
付
「
倫
理
・
社
会
」
一
ω
H標
の
最
後
四
項
で
「
現
代
社
会
に
つ

「
心
理
学
的
領
域
」

咋

の
問
題
で
は
た
く
、

い
て
科
学
的
、
作
皿
的
に
理
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、
円
七
己
に
お
け
る
人
同
闘
係
の
め
り
必
に
つ
い

τ考
え
さ
せ
、
人
間
宇
社
会
平
文
化

の
問
組
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
建
設
的
に
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
態
度
と
そ
れ
に
必
要
な
努
力
を
養
う
」

る
と
し
、

H
H

「
現
代
社
会
と
人
間
関
係
」
の
内
容
の
項
で
は
、

(
一
九
五
ベ
i

ジ
)
乙
と
に
あ

「
現
代
社
会
主
存
観
的
に
見
解
さ
せ
る
と
と
も
に
、

モ
乙
に
お
け
る
人

間
関
係
自
あ
L

刈
り
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
、
民
主
主
義
の
倫
理
主
治
山
お
心
の
集
団
生
活
に
沿
い
て
具
体
的
に
実
践
す
る
乙
と
が
、
わ
れ

わ
れ
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
川
解
さ
せ
る
」

(
一
九
八
ペ
ー
ジ
)
と
し
て
い
る
。



十
七
の
よ
う
た
ー
文
部
省
の

「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
」

に
基
づ
い
て

会
L

の
教
科
書
は
十
六
稲
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
一
九
六
四
年
四
月
か
ら
、

一
九
六
三
年
比
文
部
省
の
検
定
を
通
過
し
た

「
倫
理
・
社

宣
っ
て
、
高
校
第
二
学
午

ω授
業
民
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
問
題
は
と
れ
ら
の
科
科
書
の
内
容
が
、
は
た
し
て
「
現
代
社

「
政
治
・
経
済
」
の
学
習
(
高
校
第
三
学
年
配
当
)
に
さ
き

会
を
客
観
的
に
団
解
さ
せ
る
」
も
の
で
あ
る
か
と
う
か
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。

文
部
省
の
「
学
習
指
導
要
領
」
は
「
現
代
社
会
心
特
質
と
文
化
」
の
項
で
は
「
中
間
層
白
拡
大
、
組
織
の
巨
大
化
、

ケ
ー
ジ
ョ

γ
た
ど
、
大
衆
社
会
の
諸
問
題
を
合
め

τ取
わ
ノ
扱
う
」

マ
ス
コ
ミ
ュ
一
一

(
一
九
六
ペ
ー
ジ
〕
と
指
示
し

τ
h
る
。
し
た
が
っ
て
教
科
書
が
文
部

省
の
検
定
を
通
過
す
る
た
め
に
は
、
と
の
項
で
は
「
階
級

第 1去有染者の階周桝成

づ吾雇扇否肩成扇面記事面画ピ1-1930-ノ平甘百百百平|
(日本経済統計表1961年版) IO;:t君主主lK昭和30)1

A 支配 層 1 (1.2) 1 (1.9) I 

1 法人経何者 1.1 1 1.6 

2 高級官史 0.1 0.3 

旧中間層 1 (31.4) 1 (24.1) 

伺人業主 1 30.6 1 23.4 

独立の特殊技能者 0.8 0.7 
〈自商業者

C 新中間層 (7.2) 

5 被雇用の技術者・知識問 6.2
(官公庁職民技術者民同事務職員1

巨8夜間係者・孜氏芸術家などλ

6 警官・平人・消防対ど 1.0 1 0.8! 

D 労働者層 1 (60.2) 1 (60.5): 

7.生直労働者 1 49.8 1 50.1 1 
(農林漁業鉱業側 梁 お よ び)1
単純勿働宕・運輸通信公益事業)1

8 商品販売員 4.9 1 6.2 

9 サ ピス従業者 5.5! 4.2 

社(%) ι竺出立竺旦

B

3

4

 

羽
代
日
本
の
階
級
構
成

(13.5) 

12.7 

社
会
論
」
白
観
点
で
は
た
く
、

「
大
衆
社
会
論
」
の
観
点

で
問
題
を
あ
っ
か
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
と
に
た
る
。

い
ま
こ
と
に
「
中
間
層
心
拡
大
L

に
つ
H
て
十
六
種
白

検
定
教
科
書
を
み
る
に
、
そ
の
資
料
と
し
て
日
本
統
計
研

究
所
編
「
日
本
経
済
統
副
集
」
(

3

九
止
八
年
刊
)
白
第

五
表
・
「
階
級
構
成
と
モ
の
変
化
』
(
有
業
人
口
の
一
構
成
)

を
直
接
的
に
利
用
し
た
教
科
書
が
五
種
あ
る
。
し
か
も
そ

の
何
れ
も
が
原
資
料
白
用
語
で
あ
る
「
階
級
」
を
「
階
層
」

白
用
語
に
お
さ
か
え

τ
い
る
。
と
こ
で
は
原
資
料
白
形
式

に
比
較
的
近
く
、

か
つ
わ
か
り
易
い

「
検
定
醤
号
叩
」

第
九
十
三
者

ー」ノ、

七

第
一
一
号



呪
代
日
本
の
陪
観
構
成

第
九
十
ニ
在

ノ、

第

刀、

(
五
三
ペ
ー
ジ
)
白
表
を
そ
の
ま
ま
あ
げ
て
わ
く
。
そ
れ
は
第
一
哀
の
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
の
お
さ
か
え
と
関
連
し
て
「
検
定
番
号
5
」
は
正
当
に
も
次
の
ご
と
き
「
註
」
を
づ
け
て
い
る
。
寸
な
は
ち
「
階
層

(
E
E
E自
)

と
階
級
(
己
E
m
)
は
か
な

b
ず
し
も
同
じ
意
味
を
持
っ
て
い
な
い
。
階
級
の
場
合
に
は
支
配
・
従
属
の
関
係
が
問
題
と
さ
れ
る
が
、
附

層
白
場
合
に
は
、
何
b
か
の
具
体
的
基
準
(
職
業
・
収
入
・
生
活
水
準
・
教
育
・
意
識
)
に
よ
っ
て
、
社
会
的
地
位
の
高
低
を
量
的
に

測
的
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
中
心
に
た
る
。
以
下
心
叙
述
で
は
、
具
体
的
拡
準
に
よ
る
量
的
測
定
が
中
心
に
去
る
の
で
、
主
と
し
て
中

間
(
階
〕
層
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
」

(
一
王
七
ペ
ー
ジ
)
と
。
こ
こ
で
は
一
応
右
の
弁
解
を
認
め
る
乙
と
と
し
て
、
こ
れ

b
D
教

科
書
が
「
中
間
層
臼
払
卜
人
」
の
項
で
何
主
主
張
し
て
い
る
か
を
み
亡
お
く
こ
と
と
し
よ
う
。

け
第
一
に
主
張
し
て
い
る
己
と
は
、

マ
ル
ク
兄
主
義
階
級
諭
は
既
に
古
く
な
り
、
現
代
の
現
実
に
は
あ
て
は
ま
b
ぬ
、
と
い
う
己
と

で
あ
る

「
検
定
番
号
5
」
白
教
科
書
は
次
白
ご
と
く
音
い
て
い
る
。

「
初
期
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
階
級
論
で
は
、
資
本
主
義
的
な
生

産
手
段
を
も
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
、

社
会
に
治
け
る
階
級
を
灰
分
す
る
基
準
に
社
り
、

そ
こ
か
ら
生
産
子
段
土
持
つ
資
本
家
階
級

(
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ク

l
)

と
、
い
っ
さ
い
の
生
産
手
段
を
欠
〈
労
働
者
階
級
(
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
I
l
)

に
区
分
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ

b
田
中
聞
に
は
、
自
作
農
・
手
工
業
・
小
商
人
な
ど
を
含
む
、
い
わ
ゆ
る
中
間
階
級
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し

τ、
マ
ル
ク
ス
主
義

日
立
場
か

b
は
、
乙
う
し
た
中
間
階
級
は
過
渡
的
な
現
象
な
の
で
あ
っ
て
、
資
本
主
義
経
済
白
発
展
に
つ
れ
て
し
だ
い
に
十
一
寂
滅
し
、
社

会
に
お
け
る
階
級
は
、
す
〈
て
資
本
家
階
級
と
労
働
者
階
級
白
二
つ
に
大
さ
く
わ
か
れ
て
行
く
、
と
説
か
れ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
乙
の
主
張
は
、
白
作
農
・
手
工
業
者
・
小
商
人
な
ど
、
旧
中
間
階
級
に
た
い
し

τは
め
る
程
度
あ
て
は
ま
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、

一
般
事
務
員
・
専
門
的
職
業
者
・
管
理
的
職
業
者
な
ど
白
い
わ
ゆ
る
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
が
、
新
中
間
層
と

し
て
、
し
だ
い
に
そ
の
数
を
増
し
て
い
く
事
実
が
認
め

b
れ
る
」

(
一
五
七
|
八
ペ
ー
ジ
)
と
。



右
の
ご
と
く
マ
ル
グ
民
主
義
階
級
論
は
旧
中
間
層
の
動
向
に
つ
い
て
は
「
あ
る
程
度
あ
て
は
ま
る
か
も
し
れ
な
い
」
が
、
現
奈
の
新

中
間
層
の
拡
↓
〈
と
い
う
事
実
は
、

マ
ル
ク
ス
主
義
階
級
論
の
破
綻
を
示
め
す
も
の
だ
、
と
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
を
最
も

明
確
に
述
べ
て
い
る
教
科
書
(
検
定
番
号
日
)
は
次
白
ご
と
く
害
い
て
い
る
。

「
マ
ル
ク
ス
主
義
白
理
論
に
よ
れ
ば
、
封
建
社
会
が
崩
壊
し
て
近
世
市
民
社
会
が
成
立
す
る
と
、
階
級
対
立
が
単
純
化
し
、
社
会
は

直
接
に
対
立
す
る
二
大
階
級
、
す
な
わ
ち
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
と
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級
の
二
大
陣
営
に
分
裂
す
る
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に

ま
た
、
資
本
主
義
経
済
一
ω
発
展
に
と
も
な
っ
℃
、
両
陣
営
の
中
聞
に
存
在
す
る
階
級
は
没
落
の
一
途
を
た
ど
り
、
社
会
は
窮
之
化
し
て

ゆ
く
無
産
白
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
、
ひ
と
握
り
の
ブ
ル
ジ
ポ
ア
ジ
ー
と
の
A

激
し
い
対
立
に
追
い
こ
ま
れ
亡
ゆ
く
も
の
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
は
、
資
本
主
義
経
済
は
、
そ
臼
よ
う
な
公
式
白
と
お
り
に
は
進
行
し
て
円
た
い
よ
う
に
見
え
る
。
ひ
と
握
り

白
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
多
数
日
プ
ロ
レ
タ
リ
y
l
ト
と
白
中
聞
に
は
、
資
本
家
で
も
な
く
、
雇
用
労
働
者
で
も
な
い
、
対
立
す
る
二
大

陣
営
の
W
ず
れ
に
も
属
す
る
こ
と
む
た
い
、
第
三
の
中
聞
の
層
が
い
づ
ま
で
も
存
在
し
ワ
づ
け
、
し
か
も
こ
白
中
間
層
は
没
落
し
て
ゆ

(
一
」
ハ
九
べ

1
シ
〕
と
。

く
ど
こ
ろ
か
、
漸
次
増
大
の
傾
向
を
さ
え
示
し
て
い
る
り
で
あ
る
」

右
の
ご
と
く
「
中
間
層
の
拡
大
」
の
項
で
マ
ル
ク
ス
主
義
階
級
論
を
直
接
的
に
名
ざ
し
亡
攻
撃
す
る
も
の
(
検
定
番
号
、

F
P
H
N
U

お
し
も
あ
る
が
、
名
ざ
さ
社
く
と
も
、
内
容
的
に
は
何
れ
の
教
科
書
も
「
新
中
間
層
の
拡
大
」
白
意
義
を
、
マ
ル
ク
ス
主
義
階
級
論
の

修
4
L

ま
た
は
針
定

ω方
向
で
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
し
か
も
モ
れ

b
が、

上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
己
と
は
、
た
と
え
ば
か
つ
て
黒
川
俊
雄
「
新
中
間
関
心
諸
問
題
」
が
指
摘
し
て
W
る
諸
点
か
ら
も
明
白
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
主
義
階
級
論
を
歪
曲
し
た
理
解
り

H
H
第
二
む
特
徴
的
な
点
は
、
新
中
間
屑
は
労
働
者
階
級
に
属
さ
な
い
、
ま
た
は
独
日

ω
社
会
的
地
伎
を
占
め
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

を
強
調
し
よ
う
と
し

τ
い
る
点
で
あ
る
ω

た
乙
え
ば
「
検
定
評
号
R
J

」
の
教
科
書
は
次
の
ご
と
く
書
い
て
い
る
ふ

「
こ
れ
ら

ω新
中
川

民
代

H
木
の
階
組
構
成

第
九
十
三
巻

ノ、

主再

ブL



川
世
代
日
本
心
附
組
榊
成

第
九
十
一
一
一
九
日

一
六
回

第
三
日

コ

屑
は
、
生
皮
手
段
士
持
た
な
hv
点
で
は
資
本
家
階
級
で
は
な
く
、
他
方
ま
た
生
産
的
労
働
に
直
接
従
事
し
て
い
な
い
点
で
は
労
働
者
階

級
に
も
属
さ
な
い
」

三
五
八
ペ
ー
ジ
)
と
。
こ
の
よ
う
に
労
働
者
階
級
士
物
的
生
産
労
働
に
直
接
的
に
従
事
す
る
者
だ
け
を
労
働
者
階

級
に
狭
〈
限
定
し
て
、
新
中
間
居
士
労
働
者
階
級
に
属
さ
な
い
、
と
明
言
し
て
い
る
教
科
書
(
検
定
番
号
、
ゲ
印
也
お
)
も
あ
る
が
、

多
く
は
新
中
間
関
心
独
白
的
な
役
割
を
強
調
し
て
い
る
。

主
の
独
白
性
心
強
調
D
仕
方
は
h
ろ
hv
ろ
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば

「
検
定
番
号
は
」

日
教
科
書
は
、

次
白
よ
う
に

「
新
中
間
層
主

瑚
想
的
な
社
会
人
」
と
し
て
岡
い
て
い
る
。
す
な
は
ち
「
今
日
の
社
会
で
は
、
理
想
的
な
社
会
人
心
あ
り
万
全
考
え
る
と
き
、
健
全
な

新
中
間
隔
白
人
々
が
モ
ア
ル
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
現
在
で
は
、

般
労
働
者
も
、
農
民
も
、
仕
事
の
能
率
化
平
生
活
水
準

白
向
上
が
め
ざ
ま
し
く
、
国
民
の
多
数
D
生
活
様
式
市
、
意
識
が
接
近
し
、
新
中
間
層
の
も
の
に
標
準
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
」
(
一
四
七
ペ
ー

ジ
)
と
。
モ
し
て
「
検
定
番
号
凶
」
の
教
科
書
は
「
P
れ
P
れ
も
、
や
が
て
新
中
間
層
の
一
員
と
な
る
か
も
知
れ
在
い
。
モ
白
目
白
た

め
に
、
こ
れ
か
ら
の
新
中
間
層
は
ど
う
あ
る
〈
き
か
、
ま
た
そ
れ
が
、
民
主
社
会
心
発
展
の
た
め
に
受
け
も
つ
役
割
は
、
ど
ん
な
も
の

で
あ
る
か
に
フ
い
℃
真
剣
に
考
え
て
み
よ
う
」

(
一
五
五
ペ
ー
ジ
)
と
結
ん
で
い
る
。

と
こ
ろ
で
「
検
定
番
早
口
」
の
教
科
書
は
、
労
働
者
階
級
と
新
中
間
隔
を
「
大
衆
」
と
規
定
す
る
こ
七
】
べ
l
ジ
)
白
で
あ
る
が
、

「
己
の
大
衆
と
し
て
心
性
格
士
典
型
的
に
表
わ
し

τい
る
白
が
、

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
た
切
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
白
陣
営

に
も
、
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
陣
営
に
も
属
さ
な
い
中
間
白
階
層
だ
か
心
、
階
級
的
偏
見
な
し
に
、
社
会
の
問
題
に
対
し
て
比
較
的
に
公
正

な
判
断
の
で
き
る
長
所
を
も
っ
て
治
り
、
士
た
数
白
上
か
ら
云
っ

τも
、
モ
う
と
う
の
社
会
的
・
政
治
勢
力
士
持
づ
は
ず
で
あ
る
か

b
、

現
代
に
ゐ
げ
る
そ
の
責
任
は
重
大
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
」

(
一
七
二
ペ
ー
ジ
)
と
宝
聞
い

τい
る
。
右
白
ど
と
く
か
な
り
多
く
の

教
科
書
(
検
定
番
号
、
ド
ァ

5
、
口
・
ロ
L
P
H印
〉
は
、
自
覚
し
た
新
中
間
層
が
社
会
を
安
定
せ
し
め
る
勢
力
だ
、
と
み
て
い
る
。



こ
の
よ
う
に
「
健
全
な
新
中
開
閉
」
を
強
調
し
、
そ
の
階
級
的
・
本
命
的
側
団
を
除
去
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

な
治
新
中
間
層
白
動
悩
的
な
不
安
定
性
も
認
め
ざ
る
を
得
な
い
白
で
あ
一
る
が
、
ょ
に
も
か
く
に
も
労
働
者
階
級
の
同
結
の
方
向
に
言

及
し
て
い
る
の
一
は
「
倫
-
社
」
教
科
書
で
最
高
の
山
版
部
数
を
も
っ
と
云
わ
れ
て
い
る
「
検
定
番
号
ロ
」
の
教
科
書
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
「
新
中
間
惜
の
大
部
分
を
し
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ

γ
は
、
従
業
上
白
地
位
に
つ
い
て
い
え
ば
賃
銀
労
働
者
と
士
っ
た
く
凶
俗
で
あ
り
、

最
近
で
は
収
入
額
も
接
近
し
て
き
た
の
で
、
こ
の
両
者
は
資
本
家
ャ
経
営
者
陀
対
し
て
共
同
戦
線
を
は
り
、
労
働
組
合
の
組
織
の
な
か

で
協
力
し
あ
っ
て
い
る
例
が
多
い
」

(
二
四
ペ
ー
ジ
)
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
方
向
は
、
そ
れ
に
つ
づ
い

τた
だ
ち
に
打
ち

泊
さ
れ
る
。
す
な
は
ち
「
し
か
し
他
国
で
は
、
新
中
間
層
の
ほ
う
が
学
歴
水
準
が
高
く
、
従
事
し
て
い
る
精
神
的
労
働
は
肉
体
的
労
働

よ
り
も
格
式
が
古
河
川
V

と
考
え
る
期
間
性
も
残
っ
て
お
り
、
管
理
職
ヤ
経
営
者
層
へ
白
昇
進
の
可
能
性
も
多
い
な
ど
白
理
由
で
、
こ
の
両
者

は
労
働
組
合
活
動
で
対
立
意
識
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
新
中
間
階
級
が
政
治
的
に
比
較
的
穏
健
な
立
場
を
と
り
、
国
民
む
な

か
む
安
定
要
素
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
点
も
み
白
が
せ
な
い
」

(
二
四
へ
ー
ご
と
指
摘
し
な
が

b
、
そ
の
差
別
と
分
裂
の
克
服
の
方

向
は
無
視
す
る
。
と
に
か
く
階
級
所
属
士
固
定
的
に
で
は
な
〈
、
新
中
間
周
の
資
本
家
階
級
側
と
労
働
者
階
級
側
~
の
動
揺
、
移
行
に

古
及
し
て
い
る
教
科
書
(
検
定
砕
号
、
ゲ

ω司

A
T
F
P
H
M
)

も
あ
る
が
、
い
づ
れ
の
教
科
書
も
一
般
K
、
新
中
間
屑
の
独
自
的
危
性

格
や
特
徴
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
ヲ
て
、
大
衆
社
会
論
を
J

伯
祉
国
家
論
な
い
し
民
主
社
会
主
義
論
へ
接
合
し
よ
う
と
す
る
傾
向
〈
た
と
え

ば
、
検
定
番
号
5
の
一
六

A

ペ
ー
ジ
〕
が
特
徴
的
で
あ
る
。

国
第
一
一
白
特
徴
的
な
点
は
、
も
っ
ば
b
生
産
力
白
技
術
構
造
心
側
面
か
ら
だ
け
社
会
現
象
が
み
ら
れ
、
生
産
関
係
の
側
面
が
無
視
な

い
し
軽
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
検
定
番
埠
5
」
の
教
科
書
は
次
の
ご
と
く
吾
い
て
い
る
。

「
中
間
屑
の
拡
大
は
、
ソ
連
の
よ
う
な
社
会
主
義
の
経
済
体
制
を
と
る
同
に
お
い

τも
、
高
度
な
技
術
的
発
達
と
と
も
に
、
当
然
予

耽
代
日
本
の
階
級
構
成

第

九

三

巻

プミ

1i 

第
三
リ
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現
代
日
本
の
陪
艇
桝
成

第
九
十
竺
巻

一
六
人

第
三
号

V'l 

怨
さ
れ
る
現
象
で
あ
る

n

し
た
が
っ
て
、
中
間
用
の
拡
大
は
、
社
会
体
制
の
差
か

b
く
る
若
干
白
差
異
は
認
め
ら
れ
る
に
し
て
も
、
機

械
技
術
旬
発
述
h
T
社
会
機
構
白
変
化
に
伴
う
一
般
的
な
現
象
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
ふ
さ
る
」

(一六

0
ペ
ー
ジ
)
と

な
お
「
検
定
番
ち
1
」
の
教
科
書
も
「
全
体
と
し
て
の
新
中
間
胞
は
、
資
木
主
義
体
制
の
も
と
ば
か
り
で
な
く
、
社
人
去
主
義
体
制
の

も
と
で
も
増
大
し
つ
一
つ
あ
り
、
こ
の
凶
と
大
企
業
心
労
働
者
を
基
盤
に
、
つ
ぎ
に
学
ぶ
よ
う
な
現
代
の
大
衆
文
化
が
発
展
し
亡
き
た
」

(
一
七
六
ペ
ー
ジ
)
と
し
亡
い
る
。
さ
ら
に
「
検
定
否
号
6
」
り
教
科
書
は
、

W
-
w
・
ロ
ス
ト
ウ
白
「
経
済
封
長
の
諸
段
階

I
一
つ
の

非
共
産
主
義
宣
言

l
」

(
邦
訳
一
五
(
ー
と
の
表
主
収
載
し
て
い
る
(
一
四
七
ペ
ー
ジ
)
。

こ
己
主
で
〈
る
と
人
間
白
精
神
的
側
面
と
物

質
的
側
而
と
の
統
一
を
無
視
し
、
物
質
的
繁
栄
だ
け
ほ
こ
る

y
メ
リ
カ
社
会

ω讃
美
諭
と
も
な
り
か
ね
な
い
の

モ
の
他
の
教
科
書
は
布
り
ご
と
き
端
的
在
表
現
主
と
ら
な
い
が
、
結
局
は
技
術
白
発
達
か
ら
だ
け
新
中
間
憎
の
拡
大
を
み
る
か
ら
、

生
産
手
段
の
所
有
・
非
所
有
か
ら
生
す
る
搾
収
・
被
搾
取
、
支
配
・
従
同
の
階
数
関
係
の
本
質
が
見
う
し
た
わ
札
る
仕
組
と
な
っ
亡
い

る
。
第
一
ト
ま
か
ら
は
直
接
的
に
「
旧
中
間
用
の
減
少

L
近
代
化
の
進
行
」
、

祉
国
家

l
人
民
資
本
主
義

L
民
主
社
会
主
義
」
の
表
象
主
導
ふ
さ
だ
さ
す
ζ

と
は
高
校
生
に
た
い
し
て
容
易
た
こ
と
で
あ
ろ
う
の
し
か
し

「
新
中
間
隔
の
激
増
j
生
活
向
上
」
、

「
両
現
象
か
ら

L
粧

人
間
生
活
は
精
神
的
側
面
と
物
質
的
側
面
と
の
バ
ラ
y
λ

を
火
い
℃
位
、

か
り
に
精
神
的
側
而
(
陥
級
的
連
帯
感
ゃ
草
命
的
精
仰
の
強
弱
、
等
々
)
を
拾
象
し
て
物
質
的
側
面
だ
け
を
抽
象
す
る
己
と
を
許
す

「
神
が
か
り
心
国
」
と
も
た
れ
ば
「
ア
ホ
ウ
の
天
国
」
と
も

た
る
。

と
し
て
も
、
モ
己
に
は
数
量
化
の
で
き
な
い
側
面
と
数
量
化
の
一
で
き
る
側
面
と
が
あ
る
の
社
会
的
児
活
の
保
障
条
件
や
社
会
制
度
の
差

異
な
ど
は
比
較
の
前
提
と
し
て
の
標
準
化
も
数
量
化
も
現
状
む
は
不
可
能
で
あ
ら
う
。
ま
た
「
生
活
水
準
」
と
い
う
よ
う
な
慨
念
日
内

容
は
不
明
確
で
あ
り
、
モ
の
数
量
化
は
一
般
に
「
所
得
ぷ
準
」
や
「
消
費
水
準
」
を
統
計
指
標
と
し

τ用
い
亡
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
さ

ら
に
「
所
得
水
準
」
に
し
て
も
「
国
民
一
人
当
り
所
得
」
と
す
り
か
え

b
れ
亡
お
り
、

「
消
費
水
準
」
も
物
的
消
費
財
心
購
入
量
な
い



し
使
用
量
に
す
ぎ
心
ば
あ
い
が
多
い
。
己
れ
と
て
屯
到
論
的
批
判
に
対
え
う
る
も
山
は
ど
れ
だ
け
あ
る
か
疑
問
で
あ
る
が
、
か
り
に
こ

れ
ら
一
を
許
す
と
し
て
も
、
昨
今
の
資
木
主
義
升
護
論
は
「
客
観
的
」
な
い
し
「
事
実
に
即

L
」
と
称
し
て
い
る
が
、
実
は
「
統
計
指
標

概
念
」
と
「
研
一
論
的
概
念
」
と
の
混
同
ま
た
は
す
り
替
え
の
上
に
成
立
し
て
い
る
ば
あ
い
の
多
い
己
と
に
注
回
せ
れ
ば
な
ら
ぬ
。

ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
「
階
用
」
た
る
も
の
は
結
局
は
、

「
社
会
的
不
平
等
山
ピ
一
フ
ミ

y
v体
系
」
を
特
定
の
具
体
的
指
標
に
よ
ヮ
て

量
的
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
「
技
術
的
概
念
」
で
あ
っ
て
、

「
階
級
」

(
C
2
q
)
と
い
う
生
産
関
係
に
お
け
る
客
観
的
・
本
質
的
区
別

(
生
産
手
段

ω所
有
・
』
判
所
有
)
を
不
可
欠

ω基
準
と
す
る
「
理
論
的
概
念
」
と
は
認
識
の
次
一
万
を
異
に
す
一
也
。

も
ち
ろ
ん
「
階
級
」
な
る
理
論
的
概
念
も
技
術
的
規
定
に
ま
で
特
殊
化
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
現
実
臼
社
会
階
級
を
具
体
的
数
量
的

に
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
の
場
合
も
陪
級
的
視
点
主
犯
持
す
る
か
否
か
に
主
づ
て
、
結
果
は
異
っ
亡
く
る
。
た
と
え
ば

日
本
の
国
富
調
査

ω
結
果
に
つ
い
℃
こ
の
点
を
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

日
本
の
国
富
調
査
に
ワ
い
て
は
既
に
山
田
u
p
ゴ
ル
夫
氏
が
「
甲
冨
概
念
と
国
富
統
計
」
に
沿
い
て
、
け
素
材
的
視
山
川
、

H
H
資
木
・
非
資

本
旧
世
点
、
同
所
有
形
態
の
視
点
、
か
ら
一
一
九
三

C
年
と
一
九
五
五
年
の
調
査
結
果
を
比
較
し
こ
い
る
が
、
本
稿
で
は
一
九
出
五
年
調
査

白
「
日
本
白
凶
富
」
の
う
ち
、
「
国
家
と
ド
大
資
本
(
資
本
金
十
億
円
以
上
の
法
人
、

第

表
の
こv

と
く
で

あ-
p〉九

千j
) 

」

/J~ 

日
本
0) 

す
へ
亡
江〉

「

生
産
手

(
一
九
六
一
二
年
末
に
は
資
本
金
百
億
円
以
上
が

段
」
の
五
八
・
三
%
を
所
有
し

τ
い
る
状
況
主
示
し

τお
く
り

百
社
を
越
え
た
。
や
が
て

国
巨
詞
本
礼
」
も
「
法
人
企
業
統
計
」
も
百
億
円
台
の
会
社
を
特
問
せ
ね
ば
な
ら
向
こ
と
と
な
ろ
う
。
)

こ
の
第
二
表
は
一
九
五
五
年
の
日
本
心
「
国
古
田
」
の
構
造
的
全
体
を
一
不
す
と
共
に
、
日
本
心
「
同
富
ー
の
決
定
的
・
重
要
構
成
要

素
で
あ
る
「
生
除
手
段
」
が
ど
の
よ
う
な
主
体
に
直
接
的
に
所
有
さ
れ
て
い
る
か
、
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
表
で
明
ら
か
な
こ
と
く
、

生
産
手
段
の
直
按
的
所
有
者
と
し
亡
の
何
人
事
業
体
の
比
京
は
一
回
・
七
%
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
に
比
し
て
「
国
家
が
三

0
・
九
%
、

現
代
日
本
の
陥
組
構
成

第
九
十
三
巻

一
六
九

第
三
号

ヨE



札
代
日
本
の
附
組
俳
成

第
九
十
=
一
巻

U 
O 

第
三
号

」ノ、

「
巨
大
資
本
」
が
二
七
・
四
%
の
生
産
手
段
を
直
接
的
に
所
有
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
国
家
や
法
人
企
業
を
単
位
要
素
と
す
る
こ
の
統

計
は
、
個
人
を
単
位
要
素
と
す
る
階
級
構
成
を
庇
接
的
に
は
示
し
て
い
な
い
ド
c

モ
こ
で
問
題
は
国
家
治
よ
び
巨
大
企
業
の
所
有
す
る
生

産
手
段
白
実
質
上
白
所
有
者
は
誰
か
、
と
山
い
う
こ
と
に
な
る
。

所
有
と
は
抽
象
的
に
は
人
同
が
外
的
自
然
を
支
配
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
民
法
二

O
六
条
に
よ
れ
ば
「
所
有
ハ
法
令
ノ
制

限
内
ニ
す
イ
テ
自
由
ユ
ソ
ノ
所
有
物
ノ
使
用
、
収
益
万
ヨ
ヒ
処
分
ヲ
ナ
ス
権
利
ヲ
右
ス
」
と
あ
る
。
国
家
お
よ
び
法
人
企
業
の
生
産
手

段
に
つ
い
て
、
そ
り
ょ
っ
な
権
利
を
実
質
的
に
も
ち
、
そ
れ
を
行
使
し
う
る
も
の
は
特
定
の
範
囲
白
支
記
者
層
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
そ
。

実
態
に
づ
い
て
は
後
民
詳
し
く
分
析
す
る
こ
と
と
し
、

こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
支
配
者
層
白
支
配
下
に
あ
る
国
家
治
よ
び
巨
大
企
業
の

生
産
手
段
を
使
用
し
て
働
〈
一
属
用
労
働
者
が
、
生
産
手
段
の
実
質
的
所
有
者
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
う
れ
ば
足
り
る
。

も
ち
ろ
ん
国
民
大
衆
白
絶
対
多
数
は
モ
れ
ぞ
れ
D
限
度
に
も
d
p
て
消
費
財
を
私
的
に
所
有
し
て
い
る
が
、
自
己
心
労
働
力
と
結
合
し

て
労
働
し
う
る
生
産
手
段
を
所
有
し
て
い
な
い
が
た
め
に
企
業
や
国
家
機
関
等
に
賃
労
働
者
と
し
て
働
く
の
で
あ
る
。
問
題
は
消
費
財

の
所
有
で
は
な
く
、

「
生
産
手
段
i

h

z

所
有
し
て
い
る
か
否
か
に
あ
る
。
こ
む
こ
と
が
階
級
区
分
の
基
本
的
去
準
で
あ
る
。

「
倫
理

社
会
」
白
若
干
の
教
科
書
(
検
定
骨
号
、
デ
ア
呂
)
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
生
産
手
段
を
所
有
世
ず
、
企
業
平
官
公
日
に
一
一
程
わ

収れ
入
額貨
が金
接を
近え
して

生
支 I舌
自己 F 
者予
層乙
へし~，

のう
上点
J百で

転向
化
白戸

可わ

能日空
性全

長平
度目

2号
九ソf

己働
と煮
j;::' 1:首

一一一 定及
議と
玄ま
れ lz
後〈
述同
空格

i z 
新句
中
間 し
層た
のが
上っ
耳 切戸

階 τ=日刊

ほ者
途の

中
で
切
断
さ
れ
て
い
る
Y

精
神
労
働
が
肉
体
労
働
よ
り
高
級
だ
と
す
る
虚
偽
意
識
が
消
失
す
る
に
し
た
が
っ
て
、

い
わ
ゆ
る
新
中
間
層

は
労
働
者
階
級
内
臼
特
殊
階
層
に
す
ぎ
な
い
乙
と
が
客
観
的
に
も
意
識
的
に
も
、
ま
す
ま
す
明
白
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
支
配
者
層
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
新
中
間
層
白
独
自
性
を
強
調
し
、
そ
れ
が
労
働
者
階
級
と
は
別
も
の
で
あ
る
か
り
ご
と
き



差
別
的
諸
制
度
を
設
け
、
さ
ら
に
そ
白
下
部
に
未
解
肱
部
落
民
ヤ
在
日
朝
鮮
人
士
温
存
し
、

持
す
ゐ
分
裂
政
策
士
強
化
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
必
働
者
階
級
と
し
て
は
、
生
産
的
労
働
者
層
を
中
核
と
し
て
労
働
者
諸
世
間
企
結
集
・

「
一
干
み
亡
暮
古
」
と
い
う
差
別
意
識
を
維

統
一
し
、
有
効
な
階
級
闘
争
主
発
展
世
し
め
う
る
な
ら
一
ば
、
い
わ
ゆ
る
新
中
間
層
も
労
働
者
階
級
の
特
殊
部
分
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
本

質
的
関
係
を
曝
麗
し
、
い
わ
ゆ
る
新
中
間
隔
も
労
働
者
階
級
と
し
て
一

ω階
級
意
識
む
強
化
し
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ω
世
罫
科
学
者
連
国
「
科
学
者
同
部
章
」
民
主
主
議
軒
学
者
協
会
訳
、
一
九
五
四
年
判
。

ω
一
入
七
五
(
明
治
九
い
一
年
心
身
分
構
成
は
「
統
計
主
誌
」
創
刊
号
一
八
八

O
年
十
一
月
刊
を
み
よ
。
さ
ら
に
時
系
列
資
料
と
し
て
は
内
閣
統
計
局

制
「
維
新
以
後
信
回
統
計
材
料
品
県
纂
L

等
を
み
よ
。

川W

金
融
寡
副
支
配
の
呪
状
に
つ
い
て
は
、
人
事
興
信
所
「
財
界
家
系
図
」
↓
九
六
二
年
末
印
刷
り
誰
押
一
に
よ
っ
て
後
に
-
仏
間
す
る
。
部
市
民
に
つ
い
て

は
、
井
上
清
「
改
訂
・
部
落
問
題
の
研
究
」
一
九
一
ハ
問
年
刊
、
在
川
刺
刺
人
に
つ
い
て
は
、
月
刊
「
制
昨
資
料
」
、
二
月
、
三
月
日
を
み
よ
。

ω
ア
メ
リ
カ
社
会
中
に
つ
い
て
は
文
献
過
多
で
い
ち
い
ち
見
き
れ
な
い
が
、
早
削
利
出
・
ぬ
場
開
引
H
〈
縮
「
羽
代
ア
メ
リ
カ
社
会
学
」
一
カ
五
四
年

刊
、
口
本
社
会
学
会
制
集
委
員
会
繭
「
現
代
社
公
学
入
門
」
一
九
六
二
年
目
、
お
よ
び
東
京
大
学
刷
版
公
「
耕
民

E

社
会
学
」
(
全
九
巻
)
等
を
み

れ
ば
ほ
ど
版
視
し
え
よ
う
。
な
お
、
日
瀬
利
雄
「
社
会
学
批
判
」
一
九
四
九
年
刊
は
、
古
典
的
で
は
あ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
の
批
判
と
し
て
、

た
い
へ
ん
参
考
に
な
る

E

川W

野
崎
治
男
「
階
級
概
念
の
論
理
的
性
格
」

ω立
命
聞
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
、
第
八
可
、
一
九
六
心
年
一
一

A

月、

ω同
紀
民
、
諦
十
一
号
(
一

九
六
二
年
三
月
)
。

川
別
野
崎
治
男
「
成
問
。
泊
四
温
的
必
然
性
に
か
ん
す
る
機
能
理
論
の
抽
象
性
」
社
会
学
計
論
、
第
一
一
人
叶
。

的
近
代
口
木
教
育
制
度
史
料
、
第
十
八
巻
、
五
り
一
五
口
一
一
ペ
ジ
。

同
同
右
史
料
、
第
十
八
巻
、
五

O
八
有
一

O
A
1
4
/。

例
宗
像
誠
也
、
「
政
宵
と
教
育
政
策
」
一
九
六
一
年
刊
二
二
一
一
ペ
ー
ジ
。

仲
間
品
川
俊
雄
、
「
叩
州
市
阿
周
り
諸
問
題
」
「
思
想
」
一
九
五
七
年
八
月
号
、
所
収
。

ω
山
岡
立
同
志
夫
、
「
国
富
概
念
と
国
富
統
計
」
、
同
学
院
「
政
経
論
設
」
語
一
二
巻
節
一
号
、
〔
一
ー
九
六
コ
年
一
一
月
)
所
収
。

M
W

第
二
茨
で
の
同
「
狭
義
の
労
働
手
段
」

L
は
、
彼
械
及
装
置
、
船
舶
、
卓
輔
及
運
搬
具
、
椋
具
及
備
ロ
川
、
家
前
及
家
禽
、
を
、
制
「
汁
象
的
諸
条

刊
」
に
は
、
建
物
、
構
築
物
、
建
設
仮
勘
定
、
判
「
引
働
対
象
」
に
は
生
住
的
企
業
の
棚
卸
資
産
り
う
ち
原
料
、
仕
掛
品
及
半
製
品
、
を
合
め
た
。
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代
日
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附
級
構
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イ
三
巻

七

第
一
日
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